
資料４－１ 

講演会アンケ－ト結果講演会アンケ－ト結果講演会アンケ－ト結果講演会アンケ－ト結果    

 平成２７年８月１８日（火）に市立図書館２階大集会室、８月２０日（木）に生涯学習

センター３階第６会議室で行った「子どもの権利を考える講演会～津島市子ども条例に期

待すること～」のアンケートの集計結果は以下のとおりです。 

 

・・・・出席者の状況出席者の状況出席者の状況出席者の状況    

 市立図書館 34 名、生涯学習センター19 名の合計 53 名でした。 

 アンケート回収数は 52 名でした。 

  

男女比の内訳は男性 19 名、女性 31 名、未回答 2 名でした。 

 

 年代は 30 代が 8 名、40 代が 12

名、50 代が 15 名、60 代が 13 名、

70 代以上が 3 名、未回答が 1 名

でした。 

 

 

職業は会社員が 7 名、自営業が 6

名、公務員が 11 名、パート・ア

ルバイトが 8 名、主婦・主夫が

16 名、無職が 4 名、その他が 1

名（複数選択があり）でした。 
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・評価項目・評価項目・評価項目・評価項目    

評価項目については良いを 5、悪いを 1 の 5 段階評価で回答をいただきました。 

 

内容のわかりやすさについては、5が29名、

4 が 16 名、3 が 4 名、2 が 1 名、未回答が 2

名でした。 

 

 

 

権利の理解度については、5 が 21 名、4 が

21 名、3 が 5 名、2 が 1 名、未回答が 4 名

でした。 
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・子どもがいきいきと育つために、特に重要だと思うもの 

 

 

・子どもがいきいきと育つために、保護者や地域の大人としての役割として

大切だと思うもの 
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その他(行政の役割）

相談できる機会の充実

地域の伝統行事や文化活動の振興

スポーツの振興

体験学習の場の充実

学校や教員とのかかわり

地域の安全の確保

自己表現できる場の充実

地域の大人とのかかわり

自然の中で遊べる場所

友達とのかかわり

親や家族の役割
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その他（自己肯定感を育む）

勉強を教える

スポーツや遊びの指導・相手をする

自主的な活動の場をつくる

気軽に相談にのる

家庭における役割を与える

伝統や文化、風習を伝える

社会規範を教える

事故や犯罪から守る

積極的に対話する

子どもの夢や希望を応援する

心身の成長を支える

心の安らぎを与える

しつけを行う



以下については裏面を回答していない方が３名いたので回答数は４９名です。 

 

・児童虐待と感じるもの 

 

 

・児童虐待が起こる理由 
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子どもの将来のことを考え、体罰でしつける

子どもに必要な病気の治療を受けさせない

子どもに見える場所で、

配偶者や他の家族へ暴力をふるう

子どもにわいせつなものを見せる

言葉による脅かしや脅迫をする
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夫婦関係の不安定

親族からの手助けの不足

保護者の地域からの孤立

望まない妊娠や出産

保護者の精神疾患等

児童虐待を「しつけ」と考える風潮

（社会の理解・認識不足）

子どもの要因

（病気、障がい、落ち着きがない等）

虐待の世代間連鎖

（親が子どものころに虐待を受けていた等）

家庭の貧困等に伴う生活への不満やストレス

保護者の子育てに対する経験や能力の不足
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・児童虐待を防止するため、必要だと思うこと（複数回答あり） 

 

 

 

・「子どもの貧困」は問題だと思いますか。 

 思う 45 名    思わない 3 名   未回答 1 名 

 

 

・「思う」と答えた方の「子どもの貧困」が最も影響を与えていると思う分野

（複数回答あり） 
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虐待をした人を厳しく罰すること

子育て家庭への支援や見守り

家庭に責任

（その家庭が責任を持って子育てをする）

関係機関による迅速な介入や適切な支援

虐待の疑いのある子どもを見つけたら

関係機関に通告すること



・具体的な問題 

衣食住 精神的に安定しない 

大人の都合で子どもをふりまわしている。 

貧困は生活にとても影響される。 

親の経済状況によって差がある。裕福な家庭どうしでも比較されて子どもはイ

ヤな思いをしている 

生きるうえで根本 

人として生きるための最低の事が行われない大人になってからも問題だと思

う。 

教育 貧困によるネグレクト、育児放棄 

差がでてしまっているのではないかと感じる。 

貧困家庭の進学 

高校、大学に進学出来ない。 

充分な教育を受けた者が文化的な社会を築く礎となる。 

自身の価値を見い出せるよう 

教育にとてもお金がかかっているので貧困の中では幼い頃からまわりからおい

てけぼりの状態になる。 

低学歴→低所得（非正規雇用）、低所得者層からの脱却が出来ない連鎖 

医療 ※特に意見なし 

心理 意欲がなくなるのではないか。 

負の考え方は負の連鎖となる。 

自己肯定感が育たず、社会に適応できない若者が増えている。 

心に思っていても発言するところが少ない。 

情緒的に不安定な子どもに育っていく。成長し連鎖する可能性。 

他の子どもと大人が比較する。 

子供の成長過程での人格形成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・イベント案 

・体で体験のできるような回避の仕方（交通、わいせつ、いじめ、ＤＶなど） 

・親子での参加型イベント、料理・スポーツ・文化など 

・価値があるものの中で検討してもらいたい。 

・子ども会議。子どもが企画をするイベント。 

・どんな事でも必ず定期的に。 

・子どもたちから、大勢で行うイベント案を募集して、開催する。将来の夢を考えたり、

発表する機会、大人向けに今日のような子育て世代に対する講演会やイベントの開催。 

・地域のつながり、家族のつながりを育むようなイベント。 

・子どもの権利がテーマとなっている映画や映像の上映、参加した子どもによるワークシ

ョップ等。 

・大勢の親子らの触れあいの場、協力する内容のイベント（体を動かすものがいい） 

・親子で参加するコンサート（観劇会、映画会） 

・子どもフェスティバル 

・お祭りの様なたのしい事、みんながきやすいイベント。 

・わからないです。子どもに生かされる内容であれば・・・規模にもよるかと思います。 

・スポーツ（一種の遊び）を通じてルールが大切な事を認識させる。 

・夏まつり 

・児童・生徒が考え、ディベートする機会をつくってほしいです。できれば保護者にも。 

・親子で参加し、作ったり、見たりできるイベントを通して家族の大切さを実感できるよ

うなもの。 

・わかりやすい説明、寸劇やアニメ 

・少年（成年）の主張、決起集会。 

・天王祭り、秋祭りに子どもの時代により多くの子が参加できるようにする。特定の町内

だけの子に特定させない。 

・子ども向け人形劇、講演会、心に訴える Family コンサート的なもの。 

・子どもが「子どもの権利」を理解する為のワークショップ 

・子ども、親への条例の認識を深める活動。 

・芸術やスポーツに関係する事 

・野外活動 


